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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期
第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 16,314,954 18,346,169 41,964,527

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
572,396 △163,108 1,107,734

四半期（当期）純利益又は四半期純

損失（△）（千円）
354,294 △277,131 500,580

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
190,390 △353,282 194,984

純資産額（千円） 18,302,186 17,753,214 18,305,903

総資産額（千円） 30,592,124 32,357,299 35,427,644

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

26.66 △20.86 37.67

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 59.8 54.9 51.7

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△1,298,314 △1,439,602 1,387,520

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
1,056,927 △221,961 478,194

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△286,647 △147,382 △223,625

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
8,750,085 8,990,537 10,840,935

　

回次
第60期
第２四半期
連結会計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）

（円）

34.53 △12.55

　

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第61期第２四半期連結累計期間について

は１株当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存在しないため、また、第60期及び第60期第２四半期連結

累計期間については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第60期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年９月30日）におけるわが国経済は、東日本大震災の影

響により厳しい状況で推移いたしましたが、生産設備の復旧やサプライチェーンの修復等、生産活動は徐々に回復

基調にありました。しかしながら、超円高の進行や、欧州の金融不安がもたらす世界的な景気減速懸念など、先行き

は依然として不透明な状況にあります。

当社グループ関連の建設業界におきましても公共投資・民間投資は低調に推移し、それに伴う価格競争の激化

で、経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

このような状況のもと、当連結会計年度は当社グループの創業70周年事業として発足し作成した成長戦略

“Decade　Strategy　2020”の1年目にあたり、総力をあげて受注及び利益の確保、経営の効率化を推進してまいりま

した。

この結果、当第２四半期連結累計期間の受注高は中国の子会社において大型案件を受注したこともあり、前年同

四半期比16.0％増の260億84百万円となり、売上高は前年同四半期比12.5％増の183億46百万円となりました。

利益面につきましては、前年同四半期は原価低減が大幅に図られた大型工事があり、利益を大きく押し上げまし

たが、当四半期においては、利益面に大きく寄与する大型工事が無かったこともあり、営業損失は２億16百万円（前

年同四半期は営業利益４億97百万円）、経常損失は１億63百万円（前年同四半期は経常利益５億72百万円）となり

ました。また、四半期純損失は特別損失に貸倒引当金繰入額１億10百万円を計上したこと等により、２億77百万円

（前年同四半期は四半期純利益３億54百万円）となりました。

なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として、連結会計年度末に完成する工事の割合が大きくなる傾向

があり、一方、販売費及び一般管理費などの固定費は各四半期にほぼ均等に発生するため、利益が連結会計年度末に

偏るという季節的変動があります。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　日本

売上高につきましては、153億62百万円（前年同四半期比7.4％増）となり、セグメント損失は95百万円（前

年同四半期はセグメント利益５億95百万円）となりました。

②　米国

売上高につきましては19億８百万円（前年同四半期比14.7％増）となり、セグメント損失は77百万円（前年

同四半期はセグメント損失46百万円）となりました。

③　中国

売上高につきましては10億74百万円（前年同四半期比205.5％増）となり、セグメント損失は44百万円（前

年同四半期はセグメント損失51百万円）となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

18億50百万円減少し、当第２四半期連結累計期間末には89億90百万円（前連結会計年度比17.1％減）となりまし

た。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により使用した資金は14億39百万円（前年同四半期は12億98百万円の使用）となりました。これは主に

資金減少要因である仕入債務の減少額や未成工事支出金等の増加額が、資金増加要因である売上債権の減少額や未

成工事受入金の増加額を上回ったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は２億21百万円（前年同四半期は10億56百万円の獲得）となりました。これは主に

有価証券の取得や子会社株式の取得による支出が有価証券の売却及び償還による収入や投資有価証券の売却によ

る収入を上回ったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は１億47百万円（前年同四半期は２億86百万円の使用）となりました。これは主に

配当金の支払等によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は46百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 55,000,000

計 55,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,364,975 14,364,975

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 14,364,975 14,364,975 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 14,364,975 － 5,195,057 － 5,086,553
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

アミー・コーポレーション株式会

社
東京都大田区山王２丁目１番８号 2,686 18.70

大成温調取引先持株会 東京都品川区大井１丁目47番１号 1,404 9.77

水谷　日出夫 東京都大田区 1,112 7.75

大成温調株式会社 東京都品川区大井１丁目47番１号 1,077 7.50

大成温調従業員持株会 東京都品川区大井１丁目47番１号 815 5.67

河村　和平 東京都品川区 803 5.59

河村　直美 埼玉県川口市 250 1.74

シティグループ　グローバル　マー

ケッツ　インク －セキュリティー

ズ　セーフキーピング　アカウント

　４１８

388 GREENWICH STREET NEW YORK, NY

10013 USA
202 1.41

（常任代理人　シティバンク銀行

株式会社）
（東京都品川区東品川２丁目３番14号） 　 　

小川　恭弘 高知県高知市 182 1.27

エスアイエツクス　エスアイエス　

エルテイーデイー

BASLERSTRASSE 100, CH-4600 OLTEN

SWITZERLAND
181 1.26

（常任代理人　株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行）
（東京都千代田区丸の内２丁目７番１号） 　 　

計 － 8,714 60.66
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,077,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,156,000 13,156 －

単元未満株式 普通株式 131,975 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 14,364,975 － －

総株主の議決権 － 13,156 －

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

大成温調株式会社

東京都品川区大井

一丁目47番１号
1,077,000－ 1,077,000 7.50

計 － 1,077,000－ 1,077,000 7.50

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平

成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

大成温調株式会社(E00233)

四半期報告書

 9/21



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 10,719,117 9,376,128

受取手形・完成工事未収入金等 14,786,374 11,997,956

有価証券 499,818 30,007

未成工事支出金 1,326,837 2,668,757

商品 9,302 21,192

原材料 284,016 68,975

繰延税金資産 386,208 387,824

その他 694,853 1,122,174

貸倒引当金 △203,042 △192,859

流動資産合計 28,503,486 25,480,156

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 3,467,294 3,517,654

機械、運搬具及び工具器具備品 784,832 806,440

土地 1,875,062 1,887,577

建設仮勘定 9,385 41,526

その他 55,008 68,976

減価償却累計額 △2,653,496 △2,715,018

有形固定資産合計 3,538,086 3,607,156

無形固定資産 48,427 44,441

投資その他の資産

投資有価証券 1,693,885 1,687,686

長期貸付金 284,018 363,510

繰延税金資産 422,433 451,163

その他 1,963,496 1,826,239

貸倒引当金 △1,026,190 △1,103,055

投資その他の資産合計 3,337,643 3,225,543

固定資産合計 6,924,157 6,877,142

資産合計 35,427,644 32,357,299
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 12,992,526 9,489,880

短期借入金 360,000 422,803

未払法人税等 39,193 41,825

未成工事受入金 1,389,731 2,538,414

賞与引当金 275,994 274,586

完成工事補償引当金 36,123 41,473

工事損失引当金 469,567 474,057

その他の引当金 5,857 9,451

その他 998,054 749,823

流動負債合計 16,567,050 14,042,315

固定負債

長期借入金 862 657

退職給付引当金 397,363 401,381

その他の引当金 9,807 21,969

負ののれん 72,325 63,284

その他 74,330 74,476

固定負債合計 554,690 561,769

負債合計 17,121,740 14,604,085

純資産の部

株主資本

資本金 5,195,057 5,195,057

資本剰余金 5,087,248 5,087,248

利益剰余金 8,851,358 8,374,917

自己株式 △306,140 △306,238

株主資本合計 18,827,522 18,350,984

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 138,952 76,619

為替換算調整勘定 △660,571 △674,390

その他の包括利益累計額合計 △521,619 △597,770

純資産合計 18,305,903 17,753,214

負債純資産合計 35,427,644 32,357,299
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高

完成工事高 15,912,507 17,971,554

その他の事業売上高 402,446 374,615

売上高合計 16,314,954 18,346,169

売上原価

完成工事原価 13,731,079 16,389,458

その他の事業売上原価 305,736 270,188

売上原価合計 14,036,816 16,659,646

売上総利益

完成工事総利益 2,181,427 1,582,095

その他の事業総利益 96,709 104,427

売上総利益合計 2,278,137 1,686,523

販売費及び一般管理費 ※1
 1,781,096

※1
 1,903,099

営業利益又は営業損失（△） 497,041 △216,576

営業外収益

受取利息及び配当金 32,281 39,420

受取保険金 61,831 27,824

貸倒引当金戻入額 － 24,337

その他 26,553 30,608

営業外収益合計 120,666 122,190

営業外費用

支払利息 3,976 4,905

為替差損 33,109 52,134

その他 8,225 11,683

営業外費用合計 45,311 68,723

経常利益又は経常損失（△） 572,396 △163,108

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,795 －

退職給付制度改定益 149,355 －

特別利益合計 153,151 －

特別損失

固定資産売却損 － 934

投資有価証券評価損 390 591

貸倒引当金繰入額 － 110,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,914 －

特別損失合計 7,304 111,526

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

718,244 △274,635

法人税等 363,950 2,496

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

354,294 △277,131

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 354,294 △277,131
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

354,294 △277,131

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △72,411 △62,332

為替換算調整勘定 △91,492 △13,818

その他の包括利益合計 △163,903 △76,151

四半期包括利益 190,390 △353,282

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 190,390 △353,282
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

718,244 △274,635

減価償却費 81,174 78,057

負ののれん償却額 △9,040 △9,040

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,412 67,061

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △32,850 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,668 △1,408

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,130,395 4,017

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △2,874 5,202

工事損失引当金の増減額（△は減少） △103,329 4,505

その他の引当金の増減額（△は減少） 1,001 15,673

受取利息及び受取配当金 △32,281 △39,420

受取保険金 △61,831 △27,824

支払利息 3,976 4,905

為替差損益（△は益） 36,407 45,794

投資有価証券評価損益（△は益） 390 591

固定資産売却損益（△は益） － 934

退職給付制度改定益 △149,355 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,914 －

売上債権の増減額（△は増加） 3,429,637 2,796,757

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △961,153 △1,137,021

立替金の増減額（△は増加） 499,385 △196,705

未収消費税等の増減額（△は増加） 36,897 △236,110

仕入債務の増減額（△は減少） △4,008,627 △3,500,695

未成工事受入金の増減額（△は減少） 413,547 1,148,740

預り金の増減額（△は減少） △22,537 37,251

未払消費税等の増減額（△は減少） 196,833 △210,428

その他 △50,740 △63,260

小計 △1,168,689 △1,487,055

利息及び配当金の受取額 28,606 39,976

保険金の受取額 86,312 27,824

利息の支払額 △3,976 △4,905

法人税等の支払額 △240,567 △15,442

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,298,314 △1,439,602
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △75,650 △75,590

定期預金の払戻による収入 1,368,000 68,000

有形固定資産の取得による支出 △16,401 △133,329

有形固定資産の売却による収入 6,302 －

有価証券の取得による支出 － △529,300

有価証券の売却及び償還による収入 － 500,000

投資有価証券の取得による支出 △198,823 △77,141

投資有価証券の売却による収入 130,827 130,989

子会社株式の取得による支出 － △144,750

貸付けによる支出 △200,500 △89,994

貸付金の回収による収入 － 14,370

会員権の売却による収入 350 4,015

その他 42,823 110,769

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,056,927 △221,961

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,510,000 1,198,803

短期借入金の返済による支出 △1,586,000 △1,136,000

長期借入金の返済による支出 △155 △197

リース債務の返済による支出 △11,079 △11,690

自己株式の取得による支出 △1,073 △97

配当金の支払額 △198,339 △198,199

財務活動によるキャッシュ・フロー △286,647 △147,382

現金及び現金同等物に係る換算差額 △71,506 △41,451

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △599,540 △1,850,397

現金及び現金同等物の期首残高 9,349,626 10,840,935

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 8,750,085

※
 8,990,537
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を

欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与手当 728,987千円

賞与引当金繰入額 73,441

退職給付費用 55,819

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与手当 798,661千円

賞与引当金繰入額 79,636

退職給付費用 41,166

２　当社グループの売上高は、主たる事業である設備工事

事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四

半期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連

結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成

工事高に比べ、第４四半期連結会計期間の完成工事高

が著しく多くなるといった季節的変動があります。

２　当社グループの売上高は、主たる事業である設備工事

事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四

半期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連

結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成

工事高に比べ、第４四半期連結会計期間の完成工事高

が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

現金預金勘定 8,828,085千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △78,000

現金及び現金同等物 8,750,085

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

現金預金勘定 9,376,128千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △385,590

現金及び現金同等物 8,990,537

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 199,398 15 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 199,309 15 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント その他

合計
日本 米国 中国 計 （注）

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 14,299,8381,663,379351,73616,314,954－ 16,314,954

セグメント間の内部売上高　又

は振替高
－ － － － － －

計 14,299,8381,663,379351,73616,314,954－ 16,314,954

セグメント利益又は損失（△） 595,620△46,296△51,420497,902△449 497,452

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、豪州の現地法人の事業活動を含

んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 497,902

「その他」の区分の損失（△） △449

セグメント間取引消去 △411

四半期連結損益計算書の営業利益 497,041

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント その他

合計
日本 米国 中国 計 （注）

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 15,362,8421,908,7151,074,61218,346,169－ 18,346,169

セグメント間の内部売上高　又

は振替高
－ － － － － －

計 15,362,8421,908,7151,074,61218,346,169－ 18,346,169

セグメント損失（△） △95,425△77,533△44,243△217,202△465△217,668

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、豪州の現地法人の事業活動を含

んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

損失（△） 金額

報告セグメント計 △217,202

「その他」の区分の損失（△） △465

セグメント間取引消去 1,092

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △216,576
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
26円66銭 △20円86銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
354,294 △277,131

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
354,294 △277,131

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,291 13,287

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第２四半期連結累計期間については１株当たり四半

期純損失金額であり、潜在株式が存在しないため、また、前第２四半期連結累計期間については潜在株式が存在

しないため記載しておりません。　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月８日

大成温調株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 並木　健治　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秋田　秀樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大成温調株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大成温調株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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